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◯18 番（松野 隆）登壇 本日最後でございます。よろしくおつき合いくださいませ。 

 初めに、去る８月 20 日未明、広島市北部を襲った豪雨によります大規模土砂災害及び全

国各地で起きました豪雨等の災害によりお亡くなりになった皆様の御冥福をお祈り申し上

げますとともに、御遺族の皆様に哀悼の意を表します。福岡市も各地の被災者の皆様に対し、

でき得る限りの支援を行っていただくようお願い申し上げます。全ての被災者の皆様の一

日も早い復旧を、公明党福岡市議団を代表し、重ねて心より祈念申し上げ、質問に入らせて

いただきます。 

 私は、公明党福岡市議団を代表し、超高齢社会における地域支援と社会福祉協議会の役割

について、ユニバーサル都市・福岡にふさわしい歩道整備について、以上２問について質問

をしてまいります。 

 まず、超高齢社会における地域支援と社会福祉協議会の役割についてです。 

 戦後の復興から高度経済成長期と時代は大きく流れ、日本は世界に誇る先進国として発

展を続けてまいりました。その我が国も、世界に例を見ない早さで迎えた高齢社会という初

めての経験のもと、高齢社会のもとで経済成長を目指すという実験を行っております。その

意味では、若年者とともに高齢者の社会参加は不可欠であり、行政の責務として、経済成長

分野とともに、高齢社会サポートへの財政投資のバランスは大変重要ではないでしょうか。

戦後の児童福祉から今日の福祉活動まで、行政の地域支援事業策のパートナー的存在とし

て、全国組織でありながら、事業内容は地方によって大きく違う社会福祉協議会の本市での

役割と今後の活用について質問してまいります。 

 まずは福岡市社協の役割についての基本的認識についてお尋ねします。 

 以上で１問目の質問を終わり、２問目以降は自席にて質問いたします。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 福岡市社会福祉協議会は、住民による地域福祉を推進する

組織であり、主な事業として、ふれあいネットワークやふれあいサロンなどの住民相互の助

け合い活動への支援等を行っております。超高齢社会を迎える中、今後さらに必要となる地

域での支え合い、助け合い活動を推進するためには、社会福祉協議会の果たす役割が重要で

あると認識しております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） では、政令市社協のうち、収入総額が多い上位５市と収入額につい

て、あわせて、福岡市社協の直近の収入総額と政令市比較でどのあたりにあるのか、お答え

ください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 政令市の社会福祉協議会のうち、収入総額の多い都市上位

５市とその収入額につきましては、平成 25 年度決算額で、１位が横浜市で 281 億 2,700 万



円、２位が名古屋市で 86 億 3,400 万円、３位が川崎市で 61 億 3,000 万円、４位が大阪市

で 60 億 3,500 万円、５位が札幌市で 57 億 5,900 万円となっております。また、福岡市に

つきましては、14 億 9,800 万円で 16 位となっております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 今、答弁にありましたように、福岡市が約 15 億円でありますから、

それに比べますと、札幌市 57 億円、大阪市 60 億円、横浜市に至りましては 280 億円と、

福岡市の約 20 倍という物すごい大きな収入額になっておりますが、それでは、政令市社協

において、市からの補助金が多い上位５市と金額について、あわせて福岡市から社会福祉協

議会への直近の補助金額と政令市比較でどのあたりにあるのか、お答えください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 政令市の社会福祉協議会のうち、補助金額の多い都市上位

５市とその金額につきましては、平成 25 年度決算額で、１位が横浜市で 52 億 9,100 万円、

２位が川崎市で 20 億 9,500 万円、３位が名古屋市で 10 億 2,600 万円、４位が神戸市で８

億 2,600 万円、５位が大阪市で７億 4,000 万円となっております。福岡市につきましては、

６億 6,600 万円で６位となっております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 福岡市社協の収入に占める補助金の割合及び収入に占める補助金の

割合が多い市、低い市、それぞれ５市と収入に占める補助金の割合についてもお示しくださ

い。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 福岡市社会福祉協議会の収入に占める補助金の割合につき

ましては、平成 25 年度決算額において 46.5％となっております。 

 補助金割合が多い市とその割合は、平成 25 年度決算額において、１位は堺市で 48.4％、

２位は福岡市で 46.5％、３位は広島市で 44.1％、４位は仙台市で 37.4％、５位は熊本市で

37.0％となっております。 

 補助金割合が低い市とその割合は、１位は静岡市で 9.0％、２位は京都市で 9.9％、３位

は浜松市で 10.5％、４位は札幌市で 10.9％、５位は新潟市で 11.8％となっております。以

上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 本市から社協への補助金額は、各都市と比較しても決して多くない

ということがわかりましたが、収入全体に占める補助金率は、政令市で上から２番目となっ

ておりまして、収入総額がそれほど高くないため、補助金率が非常に高いというのが特徴だ

とわかりました。 

 一方、先ほどお答えにありましたように、横浜市や名古屋市、川崎市のように、他都市で

収入額が非常に多く、収入に占める補助金率が低いその理由についてお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 



◯保健福祉局長（中島淳一郎） 他都市の社会福祉協議会におきましては、市施設の管理運

営を受託していることや介護保険事業を実施していることなどによる介護保険収入が多い

ため、相対的に補助金の割合が低くなっているものと考えております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 今、独自事業についてお答えがございましたけれども、それでは、

どういうような事業を行っておられるのか、主な事業内容をお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 補助金率が低い社会福祉協議会の主な事業内容についてで

すが、地域包括支援センターの業務受託や、老人福祉センター、児童館等市有施設の管理受

託、介護保険事業、障害者総合支援事業などを行っております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 介護事業関連など独自に事業展開している社協は、やはり収入が多

いということですけれども、本市社協が他都市のように事業展開することは難しいのでし

ょうか、お答えください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 福岡市におきましては、介護保険事業などは既に民間によ

るサービス事業者が多く参入している状況であり、福岡市社会福祉協議会が他都市同様に

このような事業に参入していくことは難しい面があると考えております。しかしながら、時

代の状況に応じた新たな事業展開は必要と考えており、福岡市社会福祉協議会の今後の課

題と受けとめております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 確かに介護事業など、福岡市で見ますと、ほぼ民間だけで定着して

おりますので、今さら福岡市の社協が新規参入するとなると、これは民業圧迫というふうに

なりかねません。では、本市社協の自主事業による収入が、なぜ他都市と比較するとこんな

に低いのか、その理由についてお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 福岡市社会福祉協議会の自主事業による収入が低い理由に

ついてですが、これまで福岡市では、市有施設の管理委託等について、効率性などを考慮し

て民間活力の活用を図ってきたことなどがその理由と考えられます。また、福岡市社会福祉

協議会は福岡市から補助金を受け、ふれあいサロン、ふれあいネットワークなど従来からの

事業を中心に業務を行ってきたため、自主的な事業の開発まで至らなかった面があると考

えております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 福岡市社会福祉協議会の得意分野というか、目指すべきフィールド

が確立されていないという感じを受けますが、私は平成 22 年の６月議会において、独居高

齢者支援と民生委員さんや地域役員の皆さんの負担軽減策について質問を行いました。そ



して、本市は社協への委託によりまして、地域福祉ソーシャルワーカー、いわゆるＣＳＷ配

置事業を行いました。その事業内容と配置校区からどのような評価をいただいたのか、お示

しください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 地域福祉ソーシャルワーカーモデル事業の業務内容につい

てですが、地域の見守り活動を行う組織等への相談支援、地域の孤立者等への個別支援、活

動を通じ地域福祉の課題を把握、分析するとなっております。 

 また、配置校区での評価ですが、地域福祉ソーシャルワーカーが地域と密接にかかわるこ

とで信頼関係が醸成されたことにより、地域において見守り活動が充実し、生活支援グルー

プが立ち上がるなど、地域福祉活動が活性したことや、つながりマップなどのさまざまな地

域支援の手法を開発したことなどで高い評価を得ております。さらに社会福祉協議会自体

も、今回の事業により地域支援のノウハウを蓄積でき、今後、校区レベルにおいて地域福祉

活動を推進していく手法を獲得できたことで、事業効果が高かったと評価しております。以

上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 地域の皆様から、社協の職員を含め、事業に対し高い評価を受けた

ことは、社協の今後のあり方を模索する上で、いいきっかけになったのではないかと思いま

す。 

 先日、私は堺市社協を訪問し、事業内容についてさまざまなお話を伺ってまいりました。

先ほどの答弁にもありましたように、堺市も本市と同じように補助金率が高く、独自事業数

も決して多くはありませんが、本市と大きく違うなと感じたことは、地域福祉や見守り活動

において、地元住民の皆さんと連携がよくとれているなということでございました。また、

基幹型地域包括支援センター、これは各区の数カ所ある地域包括支援センターをまとめる

センターですね、こういうのを受託することによりまして、地域や高齢者の課題の集約、そ

れから、政策立案を積極的に行って、それぞれの地域課題に対してきめ細かな事業を実施し

ておられました。特に地域住民の顔がわかるほど、堺市社協は地域活動に積極的にかかわっ

ておられました。その強い結びつきによる存在感には、市社協のあるべき姿をかいま見た思

いがいたしました。 

 本市社協も本来あるべき組織を目指し、起動プランなるものを策定しましたが、その概要

についてお答えください。 

 また、堺市のように高齢化による独居見守り、民生委員の負担軽減、地域福祉の担い手と

して、今後、社協の重要性はさらに高くなるのではないかと思いますが、御所見を伺います。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 起動プランは、地域を取り巻く環境が変化し、課題が複雑

化、多様化する一方、地域福祉の担い手として福岡市社会福祉協議会の存在感を示すために、

平成 25 年３月に策定したものでございます。 



 その概要につきましては、機能強化、地域に出向くアウトリーチの徹底、人材育成、成果

を見せる事業運営、職員行動指針の策定など、福岡市社会福祉協議会が目指す方向性が示さ

れております。 

 また、高齢化の進展により、今後、単身高齢者の増加など、地域において支援が必要な人

がふえてくるため、新たな地域福祉活動の担い手の育成や生活支援サービスの掘り起こし

など、地域福祉の核として、福岡市社会福祉協議会の重要性はますます増していくものと考

えております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 社協に求められる役割は増してきているにもかかわらず、社協自身

は変化への対応のおくれや組織整備が不十分で、地域のニーズに十分応えられていないと

いう反省から生まれたのがこの起動プランでありまして、地域課題のサポート役としての

社協の機能性向上について、これから本市もともに考えていくべきではないかと思ってお

ります。 

 さて、平成 26 年６月 25 日に、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するた

めの関係法律の整備等に関する法律という、介護保険法の改正を含む、いわゆる医療介護総

合確保推進法が公布されております。その中で、要支援１、２の方に対する訪問介護と通所

介護の見直しが行われますが、その趣旨と概要についてお尋ねします。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 要支援１、２の方への訪問介護などの見直しについてでご

ざいますが、平成 37 年には団塊の世代が 75 歳を迎えるなど高齢化が進展していく中、要

支援者等の多様な生活支援のニーズに応えていくため、予防給付の訪問介護及び通所介護

について、全国一律の基準に基づくサービスから、地域の実情に応じて、市町村が効果的か

つ効率的に実施することができる介護予防・日常生活支援総合事業に移行し、平成 29 年度

までに全ての市町村で実施することとされております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 先日、第２委員会で千葉県柏市の地域包括ケア事業を視察いたしま

して、その先進的な取り組みについて学んでまいりましたが、地域包括ケアシステムの構築

における福岡市の特徴と、現在行っているモデル事業の取り組み状況についてお尋ねしま

す。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 地域包括ケアシステムの構築に当たりましては、福岡市で

は医療機関や介護サービス事業所等の社会資源が豊富にあること、小学校区単位でのコミ

ュニティ活動が展開されていることなどの地域特性から、この特性を踏まえた医療、介護分

野の関係者の連携強化や、地域で支え合い、助け合う仕組みづくりなどの取り組みを進めて

いるところでございます。 

 また、モデル事業の取り組みにつきましては、高齢者の退院時や在宅生活における医療や



介護等の一体的なサービス提供に向けた関係者のネットワーク構築を進める医療、介護の

連携強化事業と、校区単位で地域における高齢者に関する課題を住民みずからが見つけ、行

政や社会福祉協議会、地域包括支援センターなどの支援を得ながら解決をしていく高齢者

地域支援事業の２つの取り組みを進めております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） まさに住民が主体という感じでございますが、地域包括ケアは医療、

介護のいわゆる社会保障の分野と地域住民によるボランティアの３者連携による見守りの

強化を目指しておりますが、地域住民の協力なしには成り立ちません。超高齢社会の重い課

題を高齢化した地域自身が担うため、とりわけ地域への万全なサポート体制の構築が不可

欠であります。 

 平成 29 年までに全ての市町村で実施することとされております介護予防・日常生活支援

総合事業では、高齢者の多様な生活支援のニーズに地域全体で応えていくため、地域をサポ

ートする生活支援コーディネーターの配置が必須条件となっておりますが、この生活支援

コーディネーターの機能や役割について、本市としては何が重要であると考えているのか、

その観点からお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 国が示したガイドラインによりますと、生活支援コーディ

ネーターの主な機能としましては、１つは、地域に不足するサービスの創出やサービスの担

い手の養成、活動の場の確保等を行う資源開発機能、もう１つは、関係者間の情報共有やサ

ービス提供主体間の連携の体制づくりなどを行うネットワーク構築機能とされており、こ

のいずれの機能も重要であると考えております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） それでは、生活支援コーディネーターを配置した際の、これに伴う

財源はどうなるのか、お尋ねします。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 生活支援コーディネーター配置に伴う財源についてでござ

いますが、財源的な枠組みの詳細はまだ示されておりませんが、介護保険事業における地域

支援事業費を充てることとされております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 福岡市社協はＣＳＷの配置事業において、高齢者の見守りについて

これまで経験とノウハウを蓄積してきたと思いますが、この福岡市のＣＳＷと、それから生

活支援コーディネーターの整合性について、本市の考えをお聞かせください。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 地域福祉ソーシャルワーカーにつきましては、高齢者を初

め、子どもや障がい者など地域全体が抱える福祉課題を把握し、地域支援やアドバイスを行

っているのに対し、生活支援コーディネーターにつきましては、介護保険法の枠内で、これ



からの高齢者に必要となる生活支援や介護予防の基盤整備のために配置されるものであり、

対象範囲は異なるものの、互いに高齢者を地域で支える役割を持ち、相互の密接な連携が必

要と考えております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 本市は現在、地域福祉ソーシャルワーカーの配置を４名から各区１

名の７名体制への拡充を図っておりまして、大変好機であり、また、国の介護保険の財源も

活用でき、地域サポート体制構築には絶好のチャンスであります。生活支援コーディネータ

ーの配置について、社協を積極活用すべきだと思いますが、答弁を求めます。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 生活支援コーディネーターの配置につきましては、国のガ

イドラインにおいては、それぞれの地域の実情に応じて配置することとされております。福

岡市としましては、地域包括ケアシステムにおける高齢者地域支援事業や、いきいきセンタ

ーふくおかの拡大、さらには社会福祉協議会における地域福祉ソーシャルワーカーを活用

した地域支援等、さまざまな取り組みを進めているところであり、それらの関係性を整理し

ながら、生活支援コーディネーターの効果的な配置について検討してまいります。以上でご

ざいます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 私は、地域支援に際しましては、もっともっと社協を積極的に活用

すべきであると考えております。といいますのも、地域支援事業はボランティア色が強く、

民間企業にはなじみにくく、一方で、社会福祉協議会に対する地域や社会の認知度あるいは

信頼性は非常に高いものがありまして、このブランド力を生かし、地域と企業と行政とのパ

イプ役として、いわゆる地域支援、地域福祉の核となってコーディネートしながら地域支援

に向き合っていただきたいと、このように考えております。 

 社協の業務内容は、事業強化の客観的評価がどちらかというと難しい分野でありますけ

れども、まずは社協自身による起動プランにありますように、組織改革への熱意、与えられ

た仕事をこなす待ちの姿勢ではなく、積極的なアウトリーチによって、本市と地域が抱える

超高齢社会の課題を先んじて発見し、地域サポートの具体案を提案する攻めの姿勢がとて

も重要だと思います。とともに、本市も社協と連携し積極的事業展開を行って、その果実を

地域住民に還元する、そのためにも今後さらなる社協との連携に向けた御所見をお伺いし、

この質問を終わります。 

◯議長（森 英鷹） 中島保健福祉局長。 

◯保健福祉局長（中島淳一郎） 福岡市社会福祉協議会は、起動プランや経営計画を策定し、

課題発見力や企画力の向上などに向けた経営改善に取り組んでおり、福岡市としましても、

それらの実現に向けてしっかり支援をしてまいります。地域で暮らす高齢者をサポートし

ていくためには、行政のみならず、地域住民や地域団体、事業者などのさまざまな団体が一

緒になって取り組む共助が重要であり、長年にわたって地域に根づいた活動を行っている



福岡市社会福祉協議会と連携、協力しながら、超高齢社会の課題に対応した地域づくりにし

っかり取り組んでまいります。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 次に、ユニバーサル都市・福岡にふさわしい歩道整備についてお尋

ねします。 

 人口 150 万人の経済活動や生活を支え、魅力ある都市形成を目指した都市基盤整備につ

いて、本市は着実に事業を行ってまいりました。道路整備においては、道路整備アクション

プランによる指針に沿い、より安全で快適な移動空間の創設を目的とし、整備事業も行われ

ております。今回は道路全般ではなく、歩道に焦点を当てて質問してまいりますので、前向

きに御答弁ください。 

 まず、都市高速道路整備や外環状道路整備事業も終わった今、本市の道路整備の基本的な

考え方は何か、御説明ください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 福岡市の道路整備につきましては、今後の道路整備の方向

性を示しました福岡市道路整備アクションプラン2016に基づき、計画的に進めております。

具体的には３つのビジョンを掲げており、まず、１つ目は、ユニバーサル都市・福岡を実現

する道づくりとしまして、歩道のフラット化や通学路の整備など、２つ目は、都市の魅力に

磨きをかける道づくりとして、主要放射環状道路の整備など、３つ目は、市民の安全・安心

をささえる道づくりとして、道路や橋梁のアセットマネジメントの推進などに取り組んで

おります。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 次に、歩道整備についてお尋ねします。 

 アクションプラン2016のビジョンに基づいて歩道のフラット化を行っているということ

ですけれども、フラット化といえば、本市は平成 14年に福岡市交通バリアフリー基本方針、

そして、平成 25 年に福岡市バリアフリー基本計画を策定しておりますが、どのような内容

であったか、整備概要についてお示しください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 平成 14 年に策定した福岡市交通バリアフリー基本方針に

つきましては、１日の平均利用者が 5,000 人以上の鉄道駅から半径 500 メートル内に公共

施設が立地する 11 地区を重点整備地区として定め、その経路を特定経路と位置づけ、道路

のバリアフリー化を進めてまいりました。 

 また、平成 25 年に策定した福岡市バリアフリー基本計画につきましては、交通バリアフ

リー基本方針の特定経路をほぼ包含する形で、駅や公共施設などの生活関連施設が半径１

キロメートル内に３カ所以上あるエリア 19 地区を重点整備地区として定め、その経路を新

たに追加し生活関連経路と位置づけ、重点的にバリアフリー化に取り組んでおります。以上

でございます。 



◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 特定経路と生活関連経路ということですけれども、では、その２つ

の経路それぞれの現在までの整備状況についてお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 特定経路につきましては、平成 24 年度末で 33.8 キロメー

トルのうち 85.8％が整備済みとなっており、特定経路の整備済み区間を含んだ生活関連経

路につきましては、平成 24 年度末で 43.6 キロメートルのうち、70.9％が整備済みとなって

おります。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 生活関連経路では既に 70.9％という進捗ですけれども、これの具体

的整備内容についてお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） バリアフリー重点整備地区における生活関連経路の整備内

容といたしましては、歩道の新設や拡幅、既存歩道の段差解消、勾配の改善、滑りにくい舗

装材の採用、視覚障がい者誘導ブロックの設置などでございます。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） バリアフリーと歩道整備の現状について若干御説明いただきました

が、次に、道路の維持管理についてお尋ねします。 

 まず、本市の道路管理延長についてお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 福岡市が管理している道路の延長につきましては、約 3,800

キロメートルでございます。そのうち、都市の骨格をなす幹線道路は約 800 キロメートル

で、幹線道路以外の市道、いわゆる生活道路は約 3,000 キロメートルでございます。以上で

ございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） その道路の本市における維持管理について、３年間の平均事業費を

お示しください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 道路の維持管理における３年間の平均事業費につきまして

は、平成 24 年度から平成 26 年度の当初予算ベースでお答えしますと、年平均 21 億 5,500

万円でございます。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 道路の傷や陥没の発見や補修を行うための維持管理の状況はどうな

っているのか、幹線道路と生活道路それぞれお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 道路の異常箇所の発見や補修などの維持管理の状況につき



ましては、各区役所に道路パトロール班を配置し、幹線道路につきましては月２回以上、約

3,000 キロメートルある生活道路についても年１回以上の頻度でパトロールを実施してお

ります。平成 25 年度は、年間で約１万 4,000 件の異常箇所を発見し、速やかに補修を実施

しております。また、そのほか市民の皆様などからの通報にも基づき、補修を実施している

ところでございます。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 私も、市民からたまに道路の異常箇所について御指摘のお電話をい

ただくのですが、市民から本市への年間通報件数と通報内容について、また、道路の異常箇

所発見のための取り組みについてお答えください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 市民の皆様からの年間通報件数につきましては、平成 25

年度で約１万件ございます。その主な内容ですが、舗装の損傷に関すること、側溝の破損に

関すること、道路照明灯の球切れに関することなどでございます。 

 また、道路の異常箇所発見の取り組みとしましては、職員による日常的な道路パトロール

に加え、市政だよりなどによる市民の皆様への通報の依頼、さらに郵便局やバス事業者など

各種団体からも通報の御協力をいただいており、今年度は新たに福岡市設計測量業協会か

らも御協力をいただいており、今後とも、通報の協力団体拡充に取り組んでまいります。以

上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 道路の点検や通報の状況について御答弁いただきました。しかし、

その中には、歩道についての苦情とか、そういう通報もあったのではないかというふうに思

います。生活道路や幹線道路の老朽化とともに、歩道も同様に老朽化が進んでおります。そ

こで、歩道における日常の維持管理業務において、どのような点検や補修を行っているのか、

お答えください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 歩道の維持管理につきましては、職員による日常的な道路

パトロールにおいて、車上からの目視点検に加え、徒歩や自転車による点検も行い、発見し

た異常箇所については速やかに補修を実施し、歩行者や自転車などが安全に通行できるよ

う維持管理に努めております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 例えば、歩道の波打ちや段差、電柱による歩道の占有、さらに拡幅

余地のない道路、自転車が歩道通行せざるを得ない箇所など、歩行や自転車通行の支障とな

る歩道の課題はたくさんあると思われますが、歩道整備の取り組み状況はどうなっている

のか、お答えください。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 歩道整備の取り組み状況につきましては、バリアフリー重



点整備地区における生活関連経路の整備を進めるとともに、そのほかの道路におきまして

も、地域の要望や道路の老朽化、沿道の利用状況などを勘案しながら、歩道のフラット化や

段差の解消などの整備を行っているところでございます。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 先日も地元南区の町内会の役員の皆さんから、歩道の課題について

御指摘を受け、実際に南区の歩道を自分で歩いてみました。すると、今申し上げたような歩

行の障害がたくさんありました。ただでさえ幅が狭い歩道の中心に立つ電柱、いつも常にた

まっていそうな水たまり、車椅子が倒れそうな傾斜など、ほかにも課題はたくさんあり、一

歩外に出ると危険だらけで、これでは高齢者の皆さんはいつけがをしてもおかしくないし、

安心して外出できないような、とても歩行者に優しいとは言えないバリアフルな歩道でし

た。 

 これまでの答弁からもわかるように、これまでの道路整備とは車道が中心であり、車道の

整備、新設があれば、それに伴って歩道も整備されてきたということです。数年に一度、市

道の舗装し直しの際も歩道は手つかずということも多々あり、やはり歩行者の視点は少な

く、歩道のみあるいは歩道優先に視点を置いた整備はおくれているということではないで

しょうか。 

 先ほど、道路整備アクションプラン 2016 に基づきフラット化を進めているという御答弁

がありましたけれども、フラット化以外にどういう取り組みを行っているのか、再度お聞き

いたします。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） フラット化以外の歩道整備の取り組みといたしましては、

交通安全の観点から、特に通学路の歩道整備を優先的に進めるとともに、歩道整備が困難な

箇所につきましては、路側のカラー化を行い視覚的に歩者分離を行うなど、歩行空間の確保

に努めているところでございます。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） 現在、検討や、あるいは建てかえを実施している公共施設整備費用

については、事業費 1,000 億円を優に超える規模であるということは承知をしております。

また、今後さらに老朽化が進む橋や公共施設アセットマネジメント事業、災害対策を念頭に

置いた各種整備など、厳しい財政状況の中でのハード整備には選択と集中が必要不可欠で

あり、歩道など地域の生活空間など、細かいところまでは目が届きにくいとは思います。し

かし、今後は、これまでのように都市間競争を意識したハード整備への集中投資は、事業の

必要性そのものが減少すると思われ、むしろこれからは、今後、本格的に迎える超高齢社会

に備えて、地域住民のニーズに沿って、高齢者や障がい者の皆様、より多くの社会参加を目

的として、本市の持続的発展を見据えた、より身近なバリアフリー化に投資する時代を迎え

ているのではないかと思います。 

 また、本市におきまして、福岡市地下鉄沿線の都市整備や、ＪＲや西鉄電車の駅周辺のバ



リアフリー化、あるいは近年、東区や西区に多く見られる土地区画整備による面的整備によ

って快適な生活空間が広がりました。一方で、唯一の交通機関であるバス路線しかない南区

の地域の沿線は、新たな整備、開発が行われることなく、したがって、道路や歩道のバリア

フリー化が他の区と比較して明らかにおくれており、現状の地域整備のままでは、高齢世代

や障がい者の社会参加が一層困難になってしまいます。これまで都心や駅、大規模公共施設

周辺に特化して行われてきたバリアフリー整備事業について、今後は、地域幹線道路やバス

路線しかなく、鉄道駅がない地域の交通結節点における歩道再整備を含めたバリアフリー

事業計画を立てるべきではないでしょうか。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 福岡市における道路整備につきましては、道路整備アクシ

ョンプラン2016に基づき計画的に進めており、特に道路のバリアフリー化につきましては、

バリアフリー重点整備地区における生活関連経路について、優先的に事業を進めていると

ころであり、まずは道路整備アクションプラン 2016 における生活指標の達成に向け、取り

組みを進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

◯議長（森 英鷹） 松野隆議員。 

◯18 番（松野 隆） その後が大事じゃないかと思うんですけれども、今後、市内幹線道

路や鉄道駅がない地域の歩道の現状について、バリアフリー化に照らして調査、検討を行う

べきだと強く思いますが、答弁を求めて私の質問を終わります。 

◯議長（森 英鷹） 清森道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（清森俊彦） 議員御指摘のように、超高齢社会を迎えるに当たり、高齢

者や障がい者の方々が社会参画しやすくなるよう、人に優しい歩行空間の確保に努める必

要があると考えており、道路の現況調査や、市民の皆様の御意見や御要望などを踏まえなが

ら、ユニバーサル都市・福岡の実現に向けた道づくりを進めてまいります。以上でございま

す。 

 


